
日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
と
党
鶴
岡
市
議
団

は

月

日
、
鶴
岡
市
の

12

23

皆
川
治
市
長
へ
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
度
の
予

算
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。要

望
書
で
は
、
重
要
要

望
事
項
と
し
て
次
の

項
11

目
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
国
政
選
挙
に
お
け
る

市
長
の
態
度
表
明
は
、
憲

法
の
地
方
自
治
の
本
旨
に

則
り
毅
然
と
し
て
国
政
に

向
き
合
う
こ
と
。

②
年
々
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
気
象
災

害
に
対
す
る
対
策
強
化
。

③
市
独
自
の

人
40

学
級
の
解
消
。

④
第
五
学
区
の
小

学
校
改
築
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
防
災

拠
点
機
能
。

⑤
公
文
書
の
作
成

・
保
管
の
徹
底
。

⑥
学
校
給
食
の
無

償
化
。

⑦
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
を
高
校
卒
業

ま
で
拡
大
。

⑧
地
域
医
療
体
制

構
築
と
看
護
師
不
足

対
策
。

⑨
バ
イ
オ
関
連
優

先
か
ら
地
域
経
済
重

視
へ
産
業
整
策
の
転

換
。⑩

自
衛
隊
へ
の
名

簿
提
出
や
中
学
生
の

職
場
体
験
、
大
産
業
ま
つ

り
で
の
自
衛
隊
車
両
展
示

等
は
行
わ
な
い
な
ど
、
憲

法
遵
守
に
基
づ
い
た
自
衛

隊
へ
の
対
応
と
、
「
全
国

首
長
九
条
の
会
」
へ
の
賛

同
と
参
加
。

⑪
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
の
適
地
調
査
及
び
配
備

に
反
対
す
る
こ
と
。

各
分
野
の
要
望
と
し

て
、

分
野
１
５
６
項
目

11

を
掲
げ
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、市
長
は
「
合

併
優
遇
措
置
が
終
了
す
る

中
で
の
予
算
編
成
で
財
政

的
に
も
厳
し
く
、
山
形
県

沖
地
震
へ
の
対
応
も
あ

り
、
多
く
の
課
題
に
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
「
日
常
の

生
活
相
談
の
中
で
市
民
の

生
活
困
難
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
お

り
、
く
ら
し
と
福
祉
を
守

る
施
策
を
大
き
く
押
し
出

す
方
向
に
市
政
を
転
換
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強

く
求
め
ま
し
た
。
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二
〇
二
〇
年

元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

左から長谷川剛市議、山田守市議、加藤鉱一市議団長、五十嵐貞子党地区

委員長、皆川治市長、坂本昌栄市議、菅井巌市議団幹事長

２
０
２
０
年

新
年
の
抱
負

衆
議
院
議
員

高
橋
千
鶴
子

昨
年
の
台
風
な
ど
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
被
災
者
に
寄
り
添
い
、

地
方
と
国
政
が
力
合
わ
せ

て
制
度
を
変
え
る
日
本
共

産
党
の
役
割
を
実
感
し
て

い
ま
す
。「
桜
を
見
る
会
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

安
倍
政
治
の
腐
敗
は
極
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
の
質
問
を
野
党
が
共
有

し
、
追
及
し
て
き
た
こ
と

は
、
共
闘
の
深
化
で
す
。

英
語
民
間
試
験
と
国
語
・

数
学
の
記
述
式
試
験
を
見

送
り
さ
せ
る
と
い
う
成
果

も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
総
選

挙
の
年
。
日
本
共
産
党
の

躍
進
、
東
北
で
ふ
な
や
ま

由
美
さ
ん
と
２
議
席
を
勝

ち
取
る
た
め
、
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

参
議
院
議
員

岩
渕

友

「
桜
を
見
る
会
」
で
の

追
及
、
大
学
入
試
へ
の
英

語
民
間
試
験
導
入
延
期
、

憲
法
審
査
会
で
自
民
党
改

憲
案
提
示
を
見
送
り
に
追

い
込
む
な
ど
、
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
の
追
及

と
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

が
安
倍
政
権
を
追
い
詰
め

て
い
ま
す
。

党
大
会
の
成
功
と
、
来

た
る
べ
き
総
選
挙
で
の
東

北
２
議
席
の
実
現
、
さ
ら

な
る
共
闘
の
前
進
で
野
党

連
合
政
権
を
実
現
す
る
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は

日
閉
会
し
ま
し

20

た
。市

長
提
案
の
補
正
予
算

４
件
、
条
例
５
件
、
事
件

件
、
最
終
日
に
追
加
提

14案
さ
れ
た
「
市
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
の
計

件
の
議
案
が

24

認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

売
上
だ
け
で
維
持
管
理

コ
ス
ト
賄
う
の
は
無
理

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、朝
日
地
域
の
大
平(

お

お
だ
い)
わ
ら
び
園
な
ど

農
業
体
験
農
園
・
農
作
業

準
備
休
憩
施
設
の
指
定
管

理
か
ら
運
営
組
合
へ
の
貸

付
け
に
反
対
し
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
反
対

討
論
で
、
「
同
施
設
は
、

前
榎
本
市
政
下
の
行
革
で

民
間
譲
渡
・
貸
付
の
対
象

施
設
と
さ
れ
、住
民
は
「
金

が
か
か
る
か
ら
自
前
で
や

れ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

標
高
４
５
０
㍍
以
上
で
、

か
つ
て

戸
１
０
０
人
以

23

上
住
ん
で
い
た
が
、
現
在

は
８
戸
で

人
を
下
回

40

り
、
農
業
を
営
み
、
猿
な

ど
鳥
獣
被
害
と
た
た
か
い

な
が
ら
農
地
を
守
っ
て
い

る
。
今
後
、
わ
ら
び
園
の

売
り
上
げ
で
施
設
の
維
持

管
理
コ
ス
ト
を
賄
う
こ
と

に
は
相
当
の
無
理
が
あ

る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

辺
野
古
新
基
地
見
直

し
普
天
間
基
地
運
用

停
止
に
国
民
的
議
論
を

請
願
で
は
、
「
沖
縄
県

民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し

て
辺
野
古
基
地
建
設
を
見

直
し
、
普
天
間
基
地
の
代

替
施
設
が
必
要
で
あ
る
な

ら
ば
、
国
民
的
議
論
と
民

主
主
義
及
び
憲
法
に
基

づ
く
国
会
議
論
に
よ
り

公
正
に
解
決
す
べ
き
で

あ
る
と
国
に
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願
」
（
沖
縄
の
基
地

問
題
の
公
正
な
解
決
を

求
め
る
市
民
の
会
）は
、

賛
成
９
、
自
公
会
派
の

反
対

で
不
採
択
と
な

17

り
ま
し
た
（
菅
井
巌
議

員
は
病
欠
、
中
沢
洋
議

員
は
採
決
時
に
退
席
）
。

日
の
総
務
常
任
委

10
員
会
で
山
田
守
議
員

が
、

日
の
本
会
議
で

19

長
谷
川
剛
議
員
が
賛
成

討
論
を
行
い
、
「
国
民

多
数
の
合
意
で
日
米
安

全
保
障
条
約
を
な
く

し
、
在
日
米
軍
基
地
を

全
面
撤
去
さ
せ
、
基
地
の

な
い
平
和
な
国
を
目
指
す

こ
と
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
見
直
し
と
普
天
間
基

地
の
運
用
停
止
に
つ
い
て

国
民
的
議
論
を
深
め
る
な

ど
の
内
容
に
賛
同
す
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

共
産
党
提
案
の
意
見
書

２
件
全
会
一
致
可
決

意
見
書
で
は
、
共
産
党

市
議
団
が
提
案
し
た
「
気

候
危
機
に
対
す
る
災
害
対

策
の
強
化
に
関
す
る
意
見

書
」
と
「
次
期
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
に
関

す
る
意
見
書
」
の
２
件
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

他
に
「
国
保
料
の
統
一

の
強
制
を
や
め
、
公
費
投

入
に
よ
る
負
担
引
き
下
げ

に
関
す
る
意
見
書
」
と
、

「

歳
以
上
の
後
期
高
齢

75
者
医
療
の
窓
口
負
担
１
割

継
続
に
関
す
る
意
見
書
」

の
２
件
は
、
会
派
間
の
調

整
が
ま
と
ま
ら
ず
に
取
り

下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月19日入札分

・かたばみ保育園エアコン設置工事（家中新町14－10）（入札6業者）
東洋空調工業(株) 4,800,000円（5,010,000円）工期～2/3/19（落札率95.81％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月20日入札分

・市特定環境保全公共下水道事業 小堅浄化センター進入路ほか舗装工事
（堅苔沢地内）
中止

12月16日入札分
・市公共下水道事業 汚水1号幹線ほか人孔改良工事(その２)（城北町地内
ほか）（入札8業者うち5業者辞退）
ユーワ(株) 8,550,000円（8,657,000円）工期～2/3/27（落札率98.76％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月20日入札分

・公道漏水修理等に伴う路面復旧工事(第3回)（市全域地内）（入札3業者
うち1業者欠席）
(株)東北ペーブ 3,000,000円（3,014,000円）工期～2/3/19（落札率99.54％）

12月16日入札分
・日枝地内径100粍配水管移設工事（日枝地内）（入札7業者）
(有)トータル設備 5,900,000円（6,030,000円）工期～2/3/17（落札率97.84％）

2019年12月議会　会派で賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
共産党 無 市民ｸﾗﾌﾞ 公明 新政クラブ
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藤
　

久

渋

谷

耕

一

佐

藤

文

一

佐

藤

博

幸

本
間
新
兵
衛

朝日地域の大平(おおだい)わらび園な

ど農業体験農園・農作業準備休憩施設

の指定管理から運営組合への貸付け

●●●欠●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
議

長

沖縄県民投票の結果を尊重して辺野古

基地建設を見直し、普天間基地の代替

施設が必要であるならば、国民的議論
と民主主義及び憲法に基づく国会議論

により公正に解決すべきであると国に
求める意見書の提出に関する請願

○○○欠○○退○○○○●●●●●●●●●●●●●●●●●

※菅井巌議員はｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞのため19、20日の本会議を欠席。無会派の渡辺洋井議員は16日に死去。

（
「
２
０
２
０
年

新
年
の
抱
負
」
１
面
の
続
き
）

山
形
県
議
会
議
員関

徹

△
昨
年
は
、
国
保
広
域
化

や
公
立
病
院
統
廃
合
等
医

療
・
福
祉
の
負
担
増
、
い

じ
め
認
知
件
数
が
過
去
最

大
に
な
る
等
競
争
主
義
・

管
理
主
義
教
育
の
弊
害
、

災
害
被
災
者
の
窮
状
、
ミ

サ
イ
ル
迎
撃
シ
ス
テ
ム
配

備
計
画e

t
c.
･
･

、
安
倍
政

治
の
害
悪
が
県
民
の
暮
ら

し
に
益
々
深
刻
な
影
響
を

も
た
ら
し
た
年
で
し
た
。

△
そ
れ
に
対
し
、
県
議
選

・
参
院
選
で
野
党
共
闘
は

更
に
前
進
。
△
子
年
は
十

二
支
の
始
め
の
年
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
孕
ん
だ
年

と
の
事
。
新
し
い
政
治
へ

の
前
進
を
期
し
て
、
勇
躍

し
て
新
年
に
臨
み
ま
す
。


